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全雌三倍体ヤマメ作出のための適切な高温処理条件と初期減耗

工藤真弘・小野淳

通常精子を用いた雌雄混合三倍体ヤマメを作出する

ための適切な高温処理時期についてはすでに明らかに

されており，吸水時の水温が12℃の場合，受精２分後

に水温28℃，１５分間の高温処理を行うことによって

最も効率よく作出できた')。三倍体ヤマメの有用性は

成熟せずに成長を続けて大型化することにある。しか

し，ヤマメ三倍体l+年魚の雄は精子の搾出はできな

いものの，生殖腺が発達し，二次性徴を示して満２年

で全てへい死するとされている2)。したがって雄型は

三倍体の有用性を発揮することができず，事業化にあ

たっては性転換雄を使って全雌三倍体とすることが望

ましい。そこで，‘性転換雄の精子を使って全雌化する

場合の適切な高温処理時期を決定するために，吸水か

ら処理開始までの時間を変えて高温処理を行い，浮上

までの生残状況を調べた。

このうち６篭を性転換雄精子で同時に受精してただち

に吸水を開始した。残りのｌ篭は通常精子で媒精して

通常精子対照区（通常Cont、区）とした。

高温処理‘性転換雄精子で受精した６篭のうち，５

篭についてそれぞれ吸水２分後（２分区)，５分後（５

分区)，１０分後（１０分区)，１５分後（１５分区)，２０分後

(２０分区）にウオーターバスに収容して高温処理を開

始した。処理水温は28.4～286℃で，処理時間は１５

分間とした。残りのｌ篭は処理を行わず，性転換雄対

照区（全雌Cont・区）とした。処理後は全ての篭を１２

℃の流水中に収容した。

発眼率，浮上率発眼率は総卵数に対する正常発眼

卵数の割合，浮上率は正常発眼卵数に対する正常浮上

魚数の割合，通算浮上魚数は総卵数に対する正常浮上

旅数の割合をそれぞれ百分率で示した。また，対照区

通算浮上率に対する各実験区の通算浮上率の割合を補

正通算浮上率とした。

三倍体化率の判定各処理区から２０尾ずつの浮上

魚をカルノア液（メタノール：酢酸＝３：ｌ）で固定し

て銀染色を行い，核小体の数で倍数性を判定した。

材料と方法

供試卵供試卵は1993年１０月２６日に東京都水産

試験場奥多摩分場産ヤマメｌ十年魚の雌26尾より採卵

した13,500粒を用いた。

供試精子性転換雄の精子は１９９１年１１月に雌,性発

生を行ってｌ７ａ－メチルテストステロン処理で作出し

た性転換雄ｌ十年魚２尾より採精した。

媒精採卵した13,500粒の未受精卵を等調液中で７

等分して１０×10×3ｃｍのステンレス製網篭に収容し，

結果

各実験区の正常発眼率，通算浮上率および三倍体化

率を表１，図ｌに示した。三倍体化率は２分区から１０

分区までは１００％であったが，１５分区，２０分区では

表１高温処理開始時期と発眼率，浮上率及び三倍体化率の関係

正常発眼卵奇形卵発眼率正常浮上魚浮上率通算浮上率補正通算浮上率補正通算浮上率三倍対化率

（粒）（粒）（％）（％）（％）（％）（対全雌ConL％）（対通常C０，１．％）（％）
実験区総卵数

（粒）

２区分１９３７７０５６４３６．４６３７９０．４３２．９６３．８４１．４１００

５区分２２９１８５４２６２３７．３７６８８９９３３．５６５．０４２．２１００

１０区分２０２９７９３８７３９．１６９６８７．８３４．３６６．５４３．２１００

１５区分２１５５５８８１１３２７．３５２０８８．４２４．１４６．８３０．４９２．１

２０区分２２４３７７０１３６３４．３６７４８７．５３００５８．３３７．８８４．２
－-－－－－－－－－－－－－－￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－-－－－－－￣￣－－－－－－－－－－-－－－-－－－－－

全雌Cont・区２０１１１０６１１２１５２．８１０３７９７．７５１．６１００６４．９０

通常Cont・区１９３３１５４０９４７９．７１５３６９９．７７９．５１０００

発眼率：（正常発眼卵数／総卵数)×100浮上率：（正常浮上魚数／正常発眼卵数)×100通算浮上率：（正常浮上魚数／総卵数)×100
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図２高温処理開始時期と発眼率，浮上率および三倍体化率との関係

水温１２℃では吸水開始後２分から１０分の間に高温処

理を開始することが望ましい。これは通常精子を用い

た雌雄混合三倍体の作出条件とほぼ同様の結果であっ

たが，今回の方が三倍体化率は高く，浮上率は低い傾

向にあった。また，発眼率，浮上率とも対照区よりも

処理区の方が低い結果となり，通算浮上率で通常二倍

体の30.4～432％であった。したがって通常二倍体ヤ

マメと同数の全雌三倍体ヤマメの浮上仔魚を得るため

には2.3～2.5倍の卵数を処理する必要がある。特に発

眼率の差が大きく，浮上率では発眼率ほどの差は見ら

れなかった。ただし，発眼率では４０％前後の差があっ

たものの，発眼卵からの浮上率では差はｌｏ％以下に

止まった。このことから，二倍体と三倍体の初期減耗

の差は主に処理から発眼までの間に生ずるものと考え

られ，十分に検卵を行えば発眼卵での配付も可能であ

ろう。

90％と他の実験区よりも減少した。また三倍体化率が

低い１５および２０分区では発眼率および浮上率もやや

低くなる傾向が見られた。また，発眼率は通常Cont・

区でも79.7％と，奥多摩分場の種苗生産事業における

発眼率よりやや低めであったが，全雌Cont・区では

52.3％とこれよりも低く，三倍体化率が100％であっ

た２分，５分および１０分区の発眼率は36.4,37.3およ

び39.1％とさらに低くなっていた。２分，５分および

１０分区の全雌Cont・区に対する相対的な発眼率は

691,70.6および746％で通常Cont・区に対しては

45.7,468および49.1％であった。２分，５分および'０

分区の通算浮上率は32.9,33.5および335％で，相対

的な通算浮上率（補正通算ふ化率）は全雌Cont・区に

対して63.8,65.0および66.5％で，通常Cont、区に対

して41.4,42.2および43.2％であった。正常発眼卵に

対する浮上率では全雌Cont・区，通常Cont・区がそれ

ぞれ97.8および99.7％であったのに対し，２分，５分

および'０分区は90.4,89.9および87.8でやや低めで

あった。
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考察

三倍体化率は２分,５分および'0分区で100％，１５

分および２０分区で90％となった。また，発眼率およ

び浮上率も１５分および２０分区では２分，５分および

'０分区よりやや低くなる傾向が見られたことから，吸
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